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（論文内容の要旨） 
 
 本研究では、東洋美術史において他に類のない独特な芸術である日本の総金箔地屏風について、尾形
光琳筆「槇楓図屏風」の復元模写制作を通して研究を行った。総金箔地屏風絵の背景の表現効果の特殊
性を解明するため、サンプル作成・模写制作・屏風の装潢を通して実技的な見地から研究を行い、他の
背景表現と金箔地による背景表現が根本的に異なることを明示し、その表現効果の特殊性を検証した。 
 本研究で取り上げる東京藝術大学大学美術館蔵「槇楓図屏風」は、江戸時代、18世紀前半に尾形光琳
によって制作された作品であり、現在、重要文化財に指定されている。本作は山種美術館蔵 伝俵屋宗
達筆「槇楓図屏風」にもとづいて制作されたものとされており、光琳の作品によく見られる平面的な画
面構成と装飾的な色彩の対比が強く感じられる総金箔地の作品である。江戸期の時代的特徴を持ちなが
ら、宗達作品とは表現方法を異にし、金箔地による表現効果をより強く意識しながら制作したものと考
えられる。 
 室町時代末から桃山時代を経て江戸時代に至るほぼ百数十年（16世紀中葉から17世紀中葉）は、大画
面の障屏画、ことに金碧障屏画が全盛であった時期であり、総金箔地屏風絵は日本の屏風絵の発展過程
において完成段階に位置する様式である。その大画面の空間表現は他の文化圏の絵画表現とは顕著な違
いを見せ、日本独自の様式や美意識が現われた例として、日本美術史において、また屏風の歴史におい
ても重要な研究対象である。しかし、従来の総金箔地屏風絵に関する一般的な認識が「装飾的」「平面的」
といった形容に集約されていたため、その表現様式の特殊性については看過されてきた。そのため、総
金箔地屏風絵の絵画的な効果については十分に分析されておらず、その表現がどのような絵画的必要性
によって生まれたのかという問題についても未だ明確になっているとはいえない。 
 このような観点から、本研究では様々な背景表現とモチーフの彩色技法についてサンプルを作成した
上で、尾形光琳筆「槇楓図屏風」の模写を通して、総金箔地の背景の表現効果について研究を行った。
「槇楓図屏風」の想定復元模写と金箔を施さない同作品のサンプル作品を制作し、両者を比較すると、
以下のようなことがわかった。 
 金泥や砂子、墨など他の素地による背景表現はモチーフと基底材が一体化した空間の奥行きを感じさ
  
せるが、総金箔地だけは背景として独立した構造となっており、画面上に描かれるモチーフと背景の金
箔地がそれぞれ別の層を持っている。この構造上の特性は単純でありながら心理的に前後の奥行きを感
じさせ、金箔地がモチーフの向こうにある空間の奥行きを表現する効果があるといえる。こうしたレイ
ヤー構造による空間表現は現代の映像メディアからよく見られる３Ｄの空間表現と同じような表現効果
を持っているが、西洋的な遠近法による空間表現とは性格が異なり、遠心的な中心の存在がなくても遠
近の方向性を持っている。総金箔地は、独特の抽象的な空間表現であり、それまで他の文化圏の絵画で
の空間表現には見られなかった第三の空間表現とも言え、見る側の想像や感情移入によって表現が豊か
に広がるという特徴がある。 また、光琳が用いた総金箔地による空間表現は背景の輝きによる装飾的な
表現のみに留まらず、モチーフの彩色の発色に微妙な変化をつけることで位置関係が表され、モチーフ
同士の間にも空間を生み出している。絵具の部分的な厚塗りを利用し、モチーフの前後関係を表現する
ことによって空間の奥行きを感じさせる表現になっていることもわかった。 
 これらの構造的な特徴と描き手の工夫により、総金箔地は「平面性」と「空間性」という、相反する
効果を同時に画面にもたらしていると考えられる。そして、「槇楓図屏風」で光琳が描いたモチーフの平
面的な表現は、総金箔地による新たな空間の効果をより高めるための技巧であったと見ることができる。 
 さらに、屏風は屈曲した状態で鑑賞する構造であり、そこから生まれる光の反射によって、さらに豊
かに彩色の表現力や金地空間の奥行きが広がる。完成した模写を屏風に仕立て、実際に日本家屋の室内
を想定した展示を行うことでその効果を視覚的に検証した。 
 屏風絵において総金箔地によるこのような特殊な背景表現が発展した理由としては、建築空間が開放
的な寝殿造から閉鎖的な書院造へ変化したことにより室内の照度を高める効果が求められたことや、権
力者の威光を示すための政治的な理由が挙げられる。しかしそればかりではなく、総金箔地の背景はそ
れ自体が独立した層として強い存在感をもち、モチーフの向こうにある空間の奥行きを表現する効果が
ある。また、そこに描かれたモチーフに関しても、絵具の厚みや発色に変化をつけることで、一見して
平面的な描写でありながら、画面全体に独特の空間性を生み出す効果が意識されている。「槇楓図屏風」
における絵画表現を分析することで、日本の総金箔地屏風絵の性格の一端を明らかにすることができた
と考える。 
 
（博士論文審査結果の要旨） 
 
 本論文は、東京藝術大学大学美術館所蔵の重要文化財・尾形光琳（1658-1716）筆「紙本金地著色槇楓
図」６曲屏風１隻（以下「槇楓図屏風」）の想定復元模写制作を通して、屏風絵における背景を総金箔地
にすることでどのような表現効果があるのか、サンプルを作成し、実際に屏風仕立てにしてみるなど、
他の背景表現と比較検討し、その効果を検証、解明すべく論述したものである。 
 本論文は、序論、第１章・研究の概要、目的と意義、方法及び日本の総金箔地屏風絵について－その
発展と展開、第２章・研究対象作品について、第３章・研究対象作品の調査、第４章・総金箔地による
表現効果に関する考察、第５章・想定復元模写の制作そして総括で構成されている。論述の中で、「槙楓
図屏風」の想定復元模写と金箔を押さない黄土・金泥・銀箔などの素地によるサンプル作品、就中、白
地の「槇楓図屏風」を制作し、それらと比較検討して、総金箔地だけが背景の金箔地と描かれるモチー
フがそれぞれ別の層を持ち、金箔地がモチーフの向こうにある奥行きを表現する効果があることを指摘
し、そこにレイヤー構造による空間表現あるいは「第３の空間表現」を見出したことはもっとも特筆さ
れる。 
 論述は、光琳の「槇楓図屏風」における技巧の評価・屏風絵における総金箔地による背景表現の発展
した理由を建築史及び政治面に求めるなど、本論文は形式はもとより、内容は充実し、質的に高く日本
における総金箔地屏風絵の性格の一端を明らかにしている点、美術史学の分野からも高く評価されよう。 
  
（作品審査結果の要旨） 
 
 尾形光琳作「槇楓屏風」の復元模写制作を通して、純金箔屏風絵の背景の表現効果についての検証を
行った。 
 一点は純金箔地屏風の復元模写を行い、もう一点は紙の素地による復元模写を行った。これらの二点
の作品の出来栄えも秀逸であり研究成果にも非常に優れた結果をあげることができた。 
 実際に描かれた純金箔地の当初の作品を復元することにより、純金箔地の「平面性」と「空間性」と
いう相反する効果を同時に画面上で体感できた意義は非常に大きい。また背景に金箔を張らず素地のま
まで残した作品との比較も、金箔地による視覚効果をより一層明確に体感できた点からも貴重であった。 
 また屏風の下に畳を敷きその設置効果や、折りたたんで展示することでの光の反射効果等、今までと
は異なった空間表現の観点からも研究が行われた。 
 実際に作品を作ることにより検証されたこれらの成果は全く新しい研究成果をうみ、絵具の厚みや発
色に変化をつける表現効果の必然性とも相まって日本絵画表現の素晴らしさを実証してみせた。 
 作家としての立場からの研究成果は、今後作品を研究する上で貴重である。 
 
（総合審査結果の要旨） 
 
 本研究は、東京芸術大学大学美術館所蔵の尾形光琳筆『槇楓図屏風』（重要文化財）を研究対象とし、
日本絵画に特徴的な総金箔地の表現について、模写を通した実技的見地から考察したものである。 
 一般に平面的、装飾的とされる光琳の総金箔地屏風絵に対して、基底材と顔料の層構造に注目し、他
の基底材に描かれた絵画との決定的な造形意識の違いを指摘した点は画期的である。顔料が基底材に浸
透する当時の一般的な絵画に対して、総金箔地では、金箔によって基底材と顔料が断絶することをサン
プルの断層写真で証明した。また、自ら模写の手法によって、総金箔地に描いた『槇楓図屏風』と和紙
の素地に描いた『槇楓図屏風』の六曲屏風２点を制作し、原寸大作品の比較で背景素地の違いを顕在化
させた。 
 そうした総金箔地の性質を踏まえた上で打ち出した『槇楓図屏風』における描画彩色法の工夫が独自
の三次元表現（レイヤー効果）を意識したものであったという仮説は、平面的、装飾的といった形容で
は語り尽くせない光琳画の魅力に迫るものとして高く評価できる。 
 
